
阿蘇地方地磁気測量 (応報)

理事士太 田柾次長1)

緒言 阿蘇火山研究所では阿蘇火山系全面積に於ける地磁気測量在企，lljして居るのであ

るが種々の事情で未花賞現を見るに到ってゐないが，其謀術的iWJ量として昭和九年 1-一月

に火口原内及び外輪山にカ、けて22[岡の貼で，笠 卜年九月には中央火口丘の上で千里ク演，

噴火口聞に 7個の粘で観測しすこ。第一圃は其位置与を示す。但し中央火口丘の貼は第一固に

於てはその中 2個古けぞ附加しである。

観測は長谷川教授の指導に依り主とし

て田村雄一，太田柾弐良rs，後藤敏の三事

士が従事し記録其他の務務に就ては川崎

種ー， 大島英也，粂FU嘉ーの三氏に負ふ

所が多し、。整哩は主として太山が之に首

った。

器械は測機合製水路部型磁気儀 No.4

及び No.10 .::と使用 しfこc No. 4は水路

部所風のもので之は柿岡地磁気観測所に

於ける比較観測によって標準値に射する

修正値が既知のものである。NO.10はコ

イル常教は水路部の昭和九年製作賞時の

検定に係札叉電気用品は同年電気試験

第一回観測執の位置

所で検定せられて居るが未花園際標準器械との比較観測を行って居なかっすこ。そこで野外

観測に先立ってこの No.10ぞと NO.4との比較観測を行った。

器械の比較観測 No.4の絶到-器71二は昭和 i¥.>1三十)月比較試験によって国際磁気標準に

封して定められfこもので，その値は第-表第三行にぶ しである〈但しHについての値は此

観測に必要であっf::--部分f:けな示 した)0No. 10に就ての器左を決定するにめ特に火山

研究所構内に於て雨器に よって三要素測定装置の夫々に就き比較観測そ行ったο 此の No.
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阿蘇地方地磁気測量(序報)

4 に針するキu封・器~~より No. 10の絶封器売を算出しずニ。

No. 10 は常時製作しにばかりであって，部分品の1'11にキ1I常に域分な含むものもあって

一勝険査の tそれらは取り換へたのであるが，尚器差之と生する部分唱を明かにする震に雨器

械の部分品在取り換へて比較して見すこっ

比較観測は二組の器械を互に位置を交換して同時観測を五六回繰返した。同時刻4こない

場合は千里ク積観測所の記録に依り前後の値から内帰して一方を決定しfニ。三要素測定装

置の夫々に就て観測した値は第二，三，四国に，その結果は第一表に示しすこ。向偏角測定

装置の場合に行った部分品についての No4に射する比較器差は第二表に示しであるO

第一表 比較翻測結果

N気0襟.4まの閣際磁 No. 10 のに針幽際 I 
測 定 裳置 差に封する比較器 準に霊すする 磁気標準 ナ 備考(使用せる部分品)

補正 る補正

D (偏 角) -2.'9土0.'018 -~.'6 -5.'5 
マグ・ネットA

酉偏+ Xo.10ョイ pレA
~lJ・ネヅト A

(A  

マグネヅト A
標準 標準

H(水平分力) +13.T7士0.T168 +8T +16.γ7 
抵抗R， 電池C2

1:¥0.10ョイ yνA
マゲネヅト A

標準 標準
抵抗R， 電池C2

1 (伏 角) I -1.'7士0.'21 + 1.'5 -0.'2 

第二表部分品の比較観測結果

部 分 REI R 
No.10の No.4に聖母する比較
器差 酋偏+

マグネノト(塔) +0.'6 No. 4宮イ pνA，マグネット A

望ー 遠 鏡 ~0.'2 No. 10ョイ pレA，~lJ・ネットム

Y'. c.)及ヨイ yレ -2.'3 

一一一 腕 一1.'0

会 装 置 -2.'9 

野外紹封観測 観測筒所は周闘がなるべく平坦な』自動， I~ ，t近に磁気的IIJ師寺物のない所，

叉方位角決定のにめ遠望の利く貼等を考慮して選ん1:。

同一筒所に於て原則として宅';f素 JI;二回線返して観測しに その値は資料欄に掲けてあ
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第二刷偏角測定装置の比較鋭iJlU結以 第三岡水平磁力測定装慢の比校現測結果

Nov. 15 1934 

-ー・...・・..04.1 

Ds. 
• ............. "-O~t 

D4， I!は K・o..1の器械
で :1¥0.IIの場所で観
測した値(・印)以下之
に準ず

I七， IIは:1¥0.4の器
械で1¥0. IIの場所
で観測した値以下
之に準ず(・印〉

-a‘ w 

Ds は千里ケE資自記紙

の値(絶筆す値にあらず)
pnは比較に使用した
時現j

Hsは千里7'讃自記

紙の値(絶望社値にあ
らず〉

'..-_-ー--!-... .uJl.!-... 'Lt.J.. . .t....-b..- ↑印は比較に使用し
た時刻
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第四国伏角測定装置の上ヒ絞観測結果 る。各:の値に就ては前記の補正(器差〉及び日j受…19叫3哨狗 i 化，逐年受批化を械修正して後其21附

110， Xllは:1¥0. 10 の器械で1¥0.XII 
の場所で観測した値 以下之に準ず

し7にこ。 第三点に其結果ぞ示す。方位角の決定には

No. 68観測帯jで北極星を観測した以外は天測に依

ら歩千里ク漬観測所から出費して見遁しの利く拡を

順次に延長して互の方位を望む事に依つでした。天

候の念受，日浸等のため此観測の出来なかった貼十

一箇所あり，それらの中六箇所の偏角は陸地測量部

の地圃叉は水路部の観測lそ用ゐて暫定値((Jj，と符し

である〕ぞ出してある。 この誤差は 0九 (6'与 55i')位に達すると思はれるが，局地偏差は

，後に示される如く大きいから全艦として磁気的偏差の形勢そ見る目的に射してはこの暫定

値は充分役に立つと忠はれる。然L方位の準捺目標は相嘗考慮して選んであるから今後同

一箇所での天韓観測により方位角ぞ決定する事が出来るL この暫定値を示す六箇所及び其

他の偏角値の出てゐないものの中四箇所 (No.60te除く〉の絶針値は後日報告する議定で

ある。
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目撃を化等の修正は雷研究所々属の阿蘇千里ク潰地磁気観測所に於ける観測に準擁して全

観測j値な三要素共昭和 9年11月20日0時 (1934.885)の値に換wしすこυ 向日盛化及逐日艶

化は自記紙に依り叉昭和10年の観測の逐年襲化には千里ナ演観測所の絶封観測に依った。

高さ，経緯度の修正は施さなかった。

第三表野外観測結果

地 名 水平磁力|日(れ)
番披

。 千里ヶ積 10 30 44.'8 32047T 460 48.'7 

火山研究所 9-11-17 4 4 31. 2 31243 47 36.2 

51 戸 下 11-20 4 4 19.9 30962 47 37.3 

52 赤 瀬 橋 11-20 10 4 48.3 31471 46 34.65 

53 狩 尾 11-20 4 31635 46 24 

54 湯 山 11-20 10 4 47.3 31728 46 32.3 

55 ;草 尻 11-20 4 31496 46 36.6 

56 今町神 j社 11-20 10 4 55. 75 . 46 18.7 

57 坂 梨 村 11-21 4 (5 59.4) 32624 45 39.3 

58 坂 上 峠 11-21 10 【4 06.9) 32961 45 40.9 

59 坂 上 村 11-21 4 (8 58.6) 32501 46 22.8 

60 四 豆 塚 11-21 10 38020 45 07.6 

61 阿蘇高女 11-22 10 4 40.15* 31746持 46 44.45祷

62 新宮牧場 11-22 4 31578持 47 07* 

68 話量 見 鼻 11-22 10 4 27* 81613長 47 14.2発

64 杖立街道 11-22 4 4 52係 32089者 46 50.15特

65 立 野 11-23 10 4 81. 4 32453 45 25.9 

66 瀬 同 11-28 4 31974 45 50.3 

67 下 伺 11-28 10 4 05.3 31506 48 41. 95 

68 下松ノ木 11-23 4 5 49.2 82985 47 18.2 

69 高森隊道 11-25 10 (5 45)鋒 31822持 47 E6.9符

70 高 森 町 11-25 10 【5 38) (32887) (45 33) 

71 猿 丸 11-25 4 (6 17)併 31930持 46 42.15後

178 言己 念 碑 10-9-12 10 3 01. 9 31438 48 04.9 

172 草 千 箆 9":12 10 4 15.55 32627 45 54.7 

173 古 坊 中 9-12 10 4 14.8 32715 47 00.5 

100 本 堂 9-13 10 3 05.3 32212 49 35.9 

101 中犠西外輪 9-16 10 5 03.5 32007 46 44.1 

102 中犠南外輪 9-16 10 3 52.8 31757 47 16.5 

151 砂 千 皇 9-16 10 2 20.2 31307 48 09.8 

( ) : 暫定値 1¥0.57は坂梨方面三箇所 (No・57，58，59)，1(0.70は高森方面三筒所 (No.69，70， 

71) の方位角決定の基準貼として選定したのであるが，いづれも天候念~豊のため偏角絶望す値を出す事

が出来なかった。そのため No.57 は陵地訊u量;郊の池固から方位角を暫定(::1:0.01の襖差あ!J)しo

X円 70は昭和八年六月の水路郊の阿蘇(火山研究所〉及び宮Jtr.の他を今回の -:-':0.1及び1(0.61の他

と比較して::j主主豆年郷イ七の平均を7.1<路都高森の他に導入した。

* 日盤整化の修正に於て記線不鮮明のため次の誤差あり D: 土0.'5 JJ: 土乙T 1: 土0.'5
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阿疎地方地磁策調l景:(序報〉

整理 第三夫の結果から西川滋カ，北カー磁力，垂直下方磁力，全磁力を計算すると第四

表の如くなる」 これらの値を偲に No.61 (宮地町，阿蘇高女校庭〕の値々基準としに偏差

を第五表及び第五固乃至第九固に示す。

第五表中群の欄に A，B， C， D とあるのは局地的偏差を求めゃうとして分け仁阿つの群

(Aは坂梨群， Bは杖立街道群，・Cは白川立野群， Dは高謀群〉に屈する観測所である。こ

れらから4えめに各群の平均よりの偏差(吾々はこれ沿局地的偏差と言ふ)を第ゾi友及ひ55卜

固に示す。闘の右は各群色I:に横刺iに距離そ縦軸に各分力の偏差な黙に採ってJT:ねた線であ

る、

第四表各限測筒所の西方，北方，霊「な下方，全般)J

7JlIl鮎番披 西方磁力 北方磁力 垂直下方磁力 会 磁 11 

。 2094T 31979T 34062T 46814T 

1 2462 31145 34219 46336 

51 2338 30874 33934 45937 

52 2638 31860 33254 45785 

53 33220 45873 

54 2632 31617 33303 46125 

55 33286 45848 

56 

57 3405 32446 33370 46675 

58 2365 32876 33755 47178 

59 2254 32423 34102 47109 

60 33167 46802 

61 2584 31641 33737 46324 

62 34001 4.6403 

63 2453 31517 34182 46560 

64 2718 31923 34161 46835 

65 2560 32352 32945 46246 

66 32924 45894 

67 2246 31426 35860 47734 

68 3345 32815 35749 48642 

63 3188 31662 34868 47207 

70 3174 32181 32964 46176 

71 3495 31738 88887 46560 

178 1654 81394 35015 47058 

172 2423 32469 33682 46894 

173 2422 32624 35092 47974 

100 1735 32165 37846 49699 

101 2822 31883 34006 46701 

102 2149 31684 34384 46806 

151 1276 31281 34970 46936 
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第五表金磁力， 7Jc:zp.磁力，垂直分力，西分力，北分力の偏差及び三分力偏差の全量

番齢 叫I 直分力 偏差の水平分力 偏差の金量
偏差 の偏差 の偏差 四分力 I北分力

! ムH [ μ | ームγ | ムX [1ノ日十

。 490T 301τ 3'25T 
1 12 -503 482 

51 C -887 -784. j97 
52 -539 -275 -483 
53 -451 -111 -517 
54 B 一190 - 18 -434 
55 -476 -250 -451 
56 
57 A 351 878 -267 
58 品、 854 1215 18 
59 "¥_ 785 7135 365 
60 ムL 478 1274 -570 
61 A 。 。 。
62 B 79 -168 264 
63 B 226 -133 445 
64 B 511 293 424 
65 じ - 78 707 -792 
66 -420 228 -818 
67 C 1410 -240 2123 
68 C 2318 1239 2012 
69 D 883 76 1131 
70 D -148 591 -778 
71 D 226 184 150 
173 1650 969 1355 
151 612 -439 1 ~ ;:己

第五岡

全量ノ偏差 ゅ，.11

~\ 
/ .-It村/

wサ:1・旦;1(;

(、./

、，r 
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-490T 
-122 
-246 

54 

48 

821 
-219 
-330 

。
-131 
134 

- 24 

-326 
761 
604 
590 
911 

-162 
-iEC6 

聖夜

338T 
-496 
-767 
-281 

- 24 

805 
1235 
782 

。
-124 
282 
711 

-215 
1174 
21 

540 
97 
983 

-E60 

ムノ、

. 

岡

水平分カノ偏差・φ298

678T 
703 
829 
561 

438 

1207 
1253 
924 

480 
528 
1065 

2154 
2453 
1284 
1112 
929 
1682 
1832 
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第七岡
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第六表面分力，北分力，垂直分力の局地的偏差

h -

A 群

測里占呑鍛 |西分力|北分力|垂直分力
57 75ilT 10iT -257τ 
58 -287 529 128 

J 159 -398 勺・7 480 
"! 60 -460 

61 - 68 -705 110 

B 群

54 31 - 69 -609 
63 -148 -169 270 
62 91 
64 117 237 250 

C 群

iJllJ黙番号虎 |西分力|北分力|垂直分力
65 6~γ 485γ -1677T 
日1 -284. -J:'2 - 688 
67 -375 -~.41 1238 
68 723 949 1129 

D 群
69 97 193 963 
70 -111 318 -942 
71 209 -126 - 20 
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結語 阿蘇火 111 を構成する熔計の分布はi些 'f:1Jl雑であって，これむけの黒I~数では火 ~II全

鰻の椴磁欣況ぞ云々することは防lより不可能であると忠はれる。観測地貼は中央火口丘 t

のものそ除いに他は中央火口 l王の熔岩流の影響ぞ崇らない場所在選lまれにのでトあるが，立

野より白川沿の諸貼はi明かに異なる;熔手打点の影苦手が大きく If¥て居ると見られる。 これから

見てもこの地ケの磁気偏たをl財力、にするには更に多くの観測貼;~更に密に取ることが必要

と思はれる

此観il1iJな行ってから既に五年を経過しずこのでその5~:( 1 '.略化も考へられるので近い中に第

二回の観測を'開始し，今後事情の許す |恨め 此種の観測を?鏑 ~j 度い と思って居る に

附記 オ;報告の草稿を閥讃するの日，偶《本iJUJ翠;に於て最も熱心に作業したる槻dUJ者の一人理事士

後藤敏君の計報に接し笛時をi官、ぴて聴!感慨に堪へず。阿君は大阪の人，昭和八年京都帝大を卒業後何

ほ留まりて地球物理の務方而を研究し，昭和十年水路郊に入り勤務する乙と二年，共研究業績概ね未

だ公にせざるに，一朝病を獲て故山に臥す。-1時快方を陣へてまど再ー起を待つこ と切なりしに，俄に病

革まり， 多くの春秋 と者等の蝿望とを残して勝I偲山首置の寓居に永眠す。人と矯 P信念に厚〈民主捧にし

て然も家快のー商あり， その図て来る所蓋し修線、に負ふ所砂からさfるか。幼にして無万流の門に入り .

研究の傍 も常に剣道にも!L;色して怠らず。今や製図興.5liの聖業に迦主主するの時君の如きは1'(に時代の最

も求むる背年の一典型といλ‘べ し。哀惜努:ずること能はず。閲識を1怒りて柳か感1裂を添へ，息長絡して

君が冥繭を希J、。(昭， 14. D. 9長谷川附記)
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